
会計報告書簡単作成システムマニュアル 

 

●このシステムはスマホ対応です。 

●スマホでも科目の追加、会計データ入力が可能です。 

●会計データはダウンロードしてエクセルで開くことも可能です。 

●エクセルで作成した会計データ（日付、科目、摘要、収入、支出）を取

り込むことにより、会計データに登録することも可能です。 

●会計データを入力して、預金残高と照合することで残高チェックも可能

です。（ここまではすべて無料で利用可能） 

●年間一定の料金を払うことで総会に必要な会計報告書の表示、ＰＤＦデ

ータのダウンロードが可能となります。（今はテスト期間のため、年間

2,980 円、2027 年度からは年間 4,980 円） 

●自治会の会計用に構築しましたが、スポーツクラブとか団体の会計にも

最適です。 



１．新規登録 

（１）会計システムログイン画面表示 

https://grand-d.net/jichikai/login.php 

このページで「新規登録はこちら」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）団体情報の登録 

https://grand-d.net/jichikai/register.php 

このページで情報を登録する。 

団体コードは任意の英数字で入力可能です。（覚えやすいものがお勧めです） 

入力が終わったら最後に「登録する」ボタンをクリックします。 

「登録する」ボタンをクリックすると、ログイン画面に戻るので、団体コードとパスワードを入力

して「ログイン」ボタンをクリックすると、ログインが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規登録後は登録時のコードと

パスワードでログインできます。 

パスワードを忘れた方は、こちら

をクリックして、登録したメール

アドレスを入力すると、パスワー

ド再設定用の URL が送られてく

るので、そこでパスワードを再設

定することが可能です。 

団体名は会計報告書のタイトル

に利用されるので、そこを考慮し

て決定してください。 

メールアドレスは、パスワードを

忘れた時のために、入力をお願い

します。 



（３）会計報告書の様式 

このシステムで作成が可能な会計報告書の様式は次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ログイン後の基本操作 

https://grand-d.net/jichikai/index.php 

ログイン後にはこの画面が表示されるので、内容を確認し変更があれば内容を変更して最後に「保

存」ボタンをクリックします。 

特に会計年度、期首預金残高はそのまま会計報告書に反映されます。 

年度が異なる会計データを見たい場合は、過去データ閲覧から年度を選択して、「会計入力」ボタ

ンをクリックします。 

 

（１）基本情報変更 

https://grand-d.net/jichikai/category_settings.php 

登録した団体名を変更したい、メールアドレスを変更したい、パスワードを変更したい場合に使用

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●自治会でこのシステムを利用する場合、メールアドレスは個人のものになると思うので、会計担

当者が変わった場合、新しいメールアドレスに変更しておかないとパスワードを忘れた場合、前

の担当者にお願いすることになりかねません。 

「基本情報変更」ボタンは、団体

名、メールアドレス、パスワード

を変更したい場合に利用します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）科目設定 

https://grand-d.net/jichikai/category_settings.php 

このページで各団体に合った科目を追加できるようになっています。 

会計報告書に記載されている科目を上から順番に追加していくと、無駄な操作は減ります。 

最初から収入科目に１つ、支出科目に１つ登録されていますが、これは定期預金がある団体につい

ては必要となる科目です。定期預金の期首残高と期末残高が異なる場合は必要となるので、修正や

削除をしないよう注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば定期預金利息が入り、定期預金の残高が変わる場合は、収入科目の受取利息（科目追加が必

要）で収入科目を入力して、その後に、支出科目の定期預金預入を入力することで定期預金残高が

勝手に増えます。 

逆に収入科目の定期預金解約を入力することで、定期預金残高をマイナスして、普通預金残高を増

やします。 

パスワードの変更でない場合は、

現在のパスワードは不要です。 

変更したい情報のみを変更して、

最後に「保存」ボタンをクリック

します。 



会計報告書に必要な科目が分かっているなら、最初に科目を追加しておくことで会計データをスム

ーズに入力することが可能となります。 

 

 

 

 

 

一度登録した科目の名称を変更、削除したい場合は、「修正」、「削除」ボタンをクリックします。 

会計データに使用している科目は削除できません。会計データに使用している科目を修正した場合

は、会計データの科目名も変更になります。 

 

（３）会計入力 

https://grand-d.net/jichikai/category_settings.php 

会計データの登録、修正、削除を行います。 

会計データをダウンロードする、会計データをアップロードする、バックアップしたデータを復元

するなどはここで行えます。 

日付を指定して残高を通帳と照合するため、残高チェックを行えます。 

「次年度へ繰越」ボタンをクリックしたが、次年度繰越を取りやめしたい、CSV 取込をしたが取

りやめしたい時には、「バックアップ一覧」ボタンをクリックして復元したいデータからデータを

元に戻すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに表示される順番で会計報告書に掲載されます。 

会計報告書に記載される順番を変えたい時は、↑や↓をクリックして順番を入れ替えておきまし

ょう。 

このボタンをクリックして通帳の

残高と照合することが可能です。 



（４）会計報告書 

https://grand-d.net/jichikai/report.php 

会計年度の会計報告書が表示されます。 

薄い黄色が付いた項目は入力することができます。 

入力できる項目は下記のとおりです。 

●会計期間、収入、支出の科目ごとの摘要、会計報告書の作成日、作成者 

「摘要を保存」ボタンをクリックすると、上記の内容を保存しておくことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用料の支払いが確認できていない場合は、「会計報告書」ボタンをクリックしても会計報告書は

表示されず、下のような画面が表示されます。支払いが確認できた段階で会計報告書は表示できる

ようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに注意書きがあるように、お振込み名義は

団体コードまたは、団体名でお願いします。 

こちらで確認が取れない名義で振り込みされて

も確認できません。 

入金が確認できるとご登録のメールアドレスに

会計報告書が表示・印刷できるようになりまし

たとメールが入ります。 



（５）会計報告書を PDF 出力する 

https://grand-d.net/jichikai/report.php 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボタンをクリックしてファイルを保存す

ると、会計報告書が PDF ファイルとして保

存することができるので、総会に向けて印刷

することが可能となります 



（６）次年度へ繰越 

会計年度が終了すると、期末の残高を翌期に繰り越し、翌期の期首預金残高としてデータを入力し

ます。 

この次年度へ繰越を行わないと、翌年度のデータの入力ができません。 

この処理をせずに会計入力してしまうと、翌期ではなく当期の会計データとなってしまうので、期

末の残高が狂ってしまいます。 

翌期のデータを入力する前に必ず、次年度へ繰越を行うようにしてください。 

翌年度に期首の預金残高を入力する必要がないので、利用者は会計のデータのみ入力すればいいだ

けになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「次年度へ繰越」ボタンをクリックすると会計年度が変わり、期首普通預金残高、期首定期預金残

高の金額が更新されます。 

 

「次年度へ繰越」ボタンは、総会

が終わり、会計が確定してからク

リックしてください。 



３．エクセルデータの取り込み方法 

会計入力画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記のように入力されたデータを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●先頭行に「日付」、「科目」「摘要」、「収入」、「支出」が入力されていること。 

●2 行目以降に取り込みたいデータを入力すること。 

●取り込んだデータの「日付」、「科目」「摘要」、「収入」、「支出」が登録されたデータとすべて同

じ場合は、そのデータだけ除いて登録されます。 

●登録されていない科目がある場合は、新たに科目が登録されます。 

 

このボタンをクリックして取り込みた

いエクセルデータを選択します。 

エクセルデータは保存時に CSV 形式

で保存されたデータに限ります。 

左から日付、科目、摘要、収入、支出の順番に並べてから取り込

んでください。 

失敗しておかしくなっても、過去のデータから復元は可能です。 

すでにエクセルのデータがあればいつでも簡単に入ります。 



４．エクセルデータの作成 

会計入力画面を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．バックアップデータ 

次年度へ繰越、CSV 取込などのタイミングで自動的にバックアップを取って保存しています。 

会計データを元に戻したい場合は、バックアップデータを使って元の状態に戻すことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボタンをクリックしてエクセルデータを保存する場所とファ

イル名を入力して保存します。 

保存したデータは CSV 形式で保存されるので、エクセルでいつ

でも開くことができます。 

保存する時は、「2026 年度会計データ」などの名前を付けて保存

しておくと後ですぐに見つけることが可能です。 

このボタンをクリックしてバックアップデータからデータを復元

することができます。 

クリックすると、次のページのような画面が表示されて、バック

したデータを過去 10 件分表示できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バックアップした日時が表示されるので、復元したいデータを選択して「復元ボタン」をクリック

します。（復元する必要がないのにこの処理を行ってしまうと、バックアップの日付以降に行ったデ

ータはバックアップには入っていないので、最悪消えてしまうので自己責任で行ってください。） 

 

６．過年度データの修正方法 

右下の過去データ閲覧から修正したい年度をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した会計年度に切り替わるので、メニューから会計入力をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

件数はバックアップされている会計データ

の件数を表示しています。 



会計データを追加・変更・削除後に下記の画面に戻り、「次年度へ繰越」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このボタンをクリックすると、年度が次の年度に切り

替わり、期首の残高も更新されて表示されます。 

2 年以上前のデータの場合も同じように修正後、次年

度繰越を本年度まで繰り返し行うと本年度の残高まで

更新することができます。 


